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ご注意

シマンテックは、お客様が本使用許諾契約の内容にすべて同意される場
合にかぎり、お客様がこのソフトウェアを使用することを許諾します。
ソフトウェアを使用又はインストールすると、本使用許諾契約に同意し
たものと見なされますので、その前に本使用許諾契約をよくお読みくだ
さい。お客様が本使用許諾契約の内容に同意されない場合、シマンテッ
クは、お客様が同封のソフトウェアを使用することを許可いたしません。
その場合には、お買い上げ後60日以内に、ご購入を証明するものを添え
て、お買い上げ店に購入商品をすべてお戻しください。引き換えに、ご
購入代金を払い戻しいたします。

使用許諾契約および保証
本使用許諾契約の対象となるソフトウェア（以下、単に「本ソフトウェ
ア」といいます）は、シマンテックおよび本ソフトウェアの使用許諾権者
の所有物であり、著作権法によって保護されています。シマンテックは
本ソフトウェアの所有権を引き続き保持しますが、本使用許諾契約に同
意したお客様に、本ソフトウェアの一定の使用権を設定します。本使用
許諾契約が許諾補遺条項によって修正される場合を除き、設定される本
ソフトウェアの使用権は以下の通りです。

許諾事項

（１）本ソフトウェアのコピーを１つだけ、１台のコンピュータで使用す
ること。

（２） 本ソフトウェアのコピーをバックアップの目的で１つだけ作成する
こと。または、本ソフトウェアをコンピュータのハードディスクに
コピーし、オリジナルのフロッピーディスクをバックアップの目的
で保管すること。

（３）本ソフトウェアをネットワーク上で使用すること。ただし、ネット
ワークを介して本ソフトウェアを使用できるすべてのコンピュータ
が、本ソフトウェアの使用を正式に許可されている場合に限りま
す。

（４）シマンテックに対する書面による通知の後、本ソフトウェアを他人
（法人を含む）に永久的に譲渡すること、ただし、譲り受け人が本使
用許諾契約に同意した場合にかぎります。

禁止事項

（１）本ソフトウェアに附属しているマニュアルなどの文書をコピーする
こと。

（２）本ソフトウェアの一部または全部を問わず、再使用許諾、貸与、ま
たは、リースをすること。

（３）リバースエンジニアリング、逆コンパイル、逆アセンブル、修正、
翻訳、または、本ソフトウェアのソースコードを調べる行為をし、
もしくは、本ソフトウェアから派生品を制作すること。

（４）本ソフトウェアのバージョンアップ用の記録媒体または以前のバー
ジョンとそっくり置き換えられる新バージョンを受け取った場合
に、その後も本ソフトウェアの以前のバージョンまたはそのコピー
を使用すること。ただし、以前のバージョンを何らかの慈善団体に
寄付する場合で、その慈善団体が寄贈された製品の唯一のエンド・
ユーザーになること、および本使用許諾契約に従うことに書面に
よって同意している場合は、このかぎりではありません。本ソフト
ウェアのバージョンアップの際に、以前のバージョンをこのような
方法で寄贈しないかぎり、以前のバージョンのすべてのコピーは破
棄しなければなりません。

保証の限定

シマンテックは、本ソフトウェアの引き渡しから60日間にわたって、本
ソフトウェアの供給媒体に瑕疵がないことを保証します。この保証内容
に違反する事態が生じた場合、お客様の唯一の救済方法として、シマン
テックは保証期間内に返送を受けた瑕疵のある媒体の代品を提供するか、
本ソフトウェアのご購入代金の払い戻しをいたします。ただし、どちら
の方法を採るかはシマンテックが決定するものとします。シマンテック
は本ソフトウェアがお客様の要望にかなうものであること、本ソフト
ウェアの操作に障害が発生しないこと、および、本ソフトウェアの内容
に誤りがないことを保証するものではありません。

上記の保証がシマンテックの行う保証のすべてであり、商品価値を有す
ること、お客様の特定の目的にかなうこと、および、法律違反・権利侵
害が存在しないことを含む明示的、黙示的な一切の保証に代わるもので
す。上記の保証は、お客様に特定の法的権利を付与しますが、国によっ
ては、法律でお客様にその他の権利が与えられることがあります。

損害賠償の免責

本書記載の救済方法によりその目的が達成できるかどうかにかかわらず、
シマンテックは、特別損害、偶発的損害、間接損害、または、これに類
似する損害に対する一切の責任を負いません。そのような損害には、本
ソフトウェアの使用またはその使用不能により生じたお客様の得べかり
し利益の喪失やデータ消失も含まれます。そのような損害が生じる可能
性についてシマンテックが以前から警告を受けていたとしても、損害に
対する責任をシマンテックが負うことはありません。

国によっては、上記のような偶発的、間接的な損害に対する責任の限定
または免除を認めていないことがあります。お客様がそのような国にお
住まいの場合は、上記の責任限定・免責規定は適用されないことがあり
ます。

いかなる場合にせよ、シマンテックの賠償責任が、本ソフトウェアのご
購入代金を超えることはありません。上記の責任限定・免責規定は、お
客様が本ソフトウェアを返品するか否かにかかわらず適用されます。

その他

本使用許諾契約は、英国の法律に従って解釈されます。本使用許諾契約
は、本使用許諾に付随する許諾補遺条項、または、お客様とシマンテッ
クの双方が署名した書面によってのみ、その内容を変更することができ
ます。本使用許諾契約に関するご質問がある場合、または、その他の理
由によりシマンテックと連絡をとりたいお客様は、下記の住所までお手
紙でお知らせ下さい。

Sales and Service, Symantec Europe, Kanaalpark 145, Postbus 1143,2321 JV
Leiden, The Netherlands.
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助けて！　ウィルスがいた！

コンピュータにウィルスがいるか?

Norotn AntiVirus をインストール
してあるか?

はい

はい

いいえ

いいえ

Norotn AntiVirus をインストール
します。

第 1 章を参照してください。

ディスクをスキャンします。
第6章の「ウィルススキャン」を
参照してください。

Norotn AntiVirus がウィルスを
検出したか?

ウィルスを除去します。
第4章を参照してください。

新種のウィルスに対応します。
第5章の「新種のウィルスへの対
応」を参照してください。
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このマニュアルについて

このマニュアルにはNorton AntiVirus 2001 の使い方と機能についての説明が載っ
ています。

表記
このマニュアルでは次の表記に従って説明します。

メモ 補足説明または例外

ヒント 操作のヒントまたはショートカット

注意 データまたはソフトウェアに予期しない結果や破壊
的な結果が起きる可能性のある条件についての警告

警告 ハードウェアに予期しない結果や破壊的な結果が起
きる可能性のある条件についての警告

説明中の［角カッコ］ メニュー、ダイアログボックス、オプションなど画
面に表示されるユーザーインターフェースの文字列

ドライブ名の表記
このマニュアルでハードディスクやフロッピーディスクのドライブの例を示すと
きには、コンピュータのドライブ名を次のように想定します。

■ ハードディスクがドライブC

■ フロッピーディスクがドライブA
（フロッピーディスクドライブが2台あるコンピュータの場合は1台目がド
ライブA、2台目がドライブB）

■ CD-ROMがドライブD

自分のコンピュータのドライブの構成がこれらと異なる場合、説明中のドライブ
名をそれぞれ置き換えて読んでください。
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1インストール

Norton AntiVirusをコンピュータにインストールする操作は簡単です。インストー
ルプログラムの実行後に画面の指示に従ってコンピュータを再起動します。

インストールの準備

メモ　コンピュータに以前のバージョンのNorton AntiVirusや他のアンチウィル
スソフトウェアをインストールしてある場合にはNorton AntiVirusのセットアッ
ププログラムを実行する前にアンインストールすることをお勧めします。

救済ディスクセットを作成する準備

Windows 95/98/MeにNorton AntiVirusをインストールする場合、インストールの
最後に救済ディスクセットを作成するステップがあります。救済ディスクセット
には次の2種類があります。作成したい種類に応じてディスクを用意してくださ
い。ディスクと同じ枚数のディスクラベルも必要です。

■ 基本救済ディスクセット

フロッピーディスクのみで構成されます。空の（または消去していい）1.44 MB
のフロッピーディスクを5枚用意します。

■ Norton Zip救済ディスクセット

Zipディスクとブート用のフロッピーディスクで構成されます。Zipディスク
とフロッピーディスクを1枚ずつ用意します。

メモ　Norton AntiVirusはUSBインターフェース付きのZipドライブまたはJazド
ライブをサポートしません。ドライブ用のDOSのドライバがないからです。
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第 1章　インストール

Norton AntiVirusのインストール

Norton AntiVirusをインストールするには

1 Windowsを起動します。

2 すべてのWindowsプログラムを終了させます。

3 CD-ROMドライブにNorton AntiVirus CDを挿入します。

インストールの初期画面が表示されます。

4 ［Norton AntiVirusのインストール(I)］をクリックします。

セットアッププログラムが起動します。

5 画面の指示に従って操作します。

ヒント　セットアップのそれぞれのパネルにデフォルトで表示される設定値はほ
とんどのユーザーにとって最適なはずです。

インストールの初期画面が表示されない場合

1 マイコンピュータアイコンをダブルクリックします。

2 CD-ROMのアイコンをダブルクリックします。

3 CDSTART.EXEをダブルクリックします。

インストールが終了したら救済ディスクセットの作成をお勧めします。救済ディ
スクセットの作成はコンピュータをウィルスから保護するための重要な作業です。
たとえば、メモリ上のウィルスが原因でコンピュータが停止した場合、救済ディ
スクセットがあれば安全にコンピュータを再起動できます。詳しくは第3章の「救
済ディスクセットの作成」を参照してください。

インストール時のウィルス除去
インストール時にNorton AntiVirusはメモリをウィルススキャンします。アクティ
ブなウィルスが見つかった場合には、インストールを実行する前に Nor ton
AntiVirusの緊急用ディスクセットを使ってウィルスを除去することをお勧めします。
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インストール時のウィルス除去

緊急用ディスクセットについて

緊急用ディスクセットを作成するには

警告　問題のあるコンピュータとは異なるコンピュータ上でこの操作をしてくだ
さい。この手順で新たな問題が起きることがあります。

1 Norton AntiVirus CDをCD-ROMドライブに挿入します。

2 ［CDの参照］をクリックします。

3 Support フォルダをダブルクリックします。

4 Ediskフォルダをダブルクリックします。

5 DOS/V、NEC NXマシンをお使いの方はDOSVフォルダ、NEC PC98シリー
ズをお使いの方はNECフォルダをダブルクリックします。

6 フォルダ内のReadme.txt の内容に従って操作します。

緊急用ディスクセットを使ってウィルスを除去するには

1 コンピュータの電源を切ります。

2 緊急用ディスク1をフロッピーディスクドライブに挿入してからコンピュー
タの電源を入れます。

3 画面の指示に従って操作します。

緊急用プログラムはロードに数分かかります。ロードが終わると自動的にコ
ンピュータのスキャンとウィルスの除去をします。

メモ　コンピュータをフロッピーディスクドライブで起動できない場合につ
いては第7章の「コンピュータをフロッピーディスクドライブでブートでき
ません」を参照してください。

CDを緊急用ディスクとして使うには

コンピュータをCD-ROMドライブで起動できる場合、Norton AntiVirus CDを緊
急用ディスクとして使えます。緊急用ディスク1を挿入してコンピュータを再起
動するように要求するメッセージが表示されたら、次の手順で操作します。

1 Norton AntiVirus CDをCD-ROMドライブに挿入します。

2 コンピュータを再起動します。
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第 1章　インストール

メモ　CD-ROMドライブで起動するようにコンピュータのBIOS設定オプ
ションを変更する必要があるかもしれません。起動デバイスを変更する方法
についてはコンピュータのマニュアルを参照してください。

メモ　NEC 98シリーズではCDを緊急用ディスクとして使うことはできま
せん。

ヒント　CDから実行している場合、他の緊急用ディスクの挿入はスキップで
きます。緊急用ディスクセットの情報はすべてCDにあります。

Norton AntiVirusのアンインストール
Norton AntiVirusはスタートメニューを使って簡単にコンピュータから削除できま
す。コントロールパネルの［アプリケーションの追加と削除］アプレットを使っ
ても削除できます。

スタートメニューでNorton AntiVirusを削除するには

1 スタートメニューで［プログラム(P)］、［Norton AntiVirus］、［Norton AntiVirus
アンインストール］の順に選択します。

2 画面の指示に従って操作します。

コントロールパネルでNorton AntiVirusを削除するには

1 スタートメニューで［設定(S)］、［コントロールパネル(C)］の順に選択します。

2 ［アプリケーションの追加と削除］をダブルクリックします。

3 インストール済みプログラムのリストでNorton AntiVirus をハイライトして
［追加と削除(R)］をクリックします。

4 画面の指示に従って操作します。

メモ　他のシマンテック製品をインストールしていなければLiveReg および
LiveUpdateもコントロールパネルで削除できます。ステップ3で削除したいコン
ポーネントを選択してください。



2Norton AntiVirus の紹介

Norton AntiVirus はすべてのウィルスからコンピュータを保護します。ウィルス
だけでなく、悪質な ActiveX コントロールやJava アプレットも検出して除去しま
す。見つかった感染ファイルは検疫すればシステムに被害が起きる心配はなく、
疑わしいファイルはシマンテック社に提出して分析を依頼できるようになってい
ます。Norton AntiVirus のウィルス定義は LiveUpdate で自動的に更新されます。

Norton AntiVirus 2001 の新機能
自動LiveUpdateはインターネットの接続時に新しいウィルス定義があるかどうか
を調べます。作業を中断しないでウィルス定義の更新ができます。

スマートスキャン技術はファイルスキャンの処理効率を向上し、常にバックグラ
ウンドでウィルスを監視してシステムへの影響を減らします。この技術ではどの
ファイルに実行可能なコードがあるかを判断し、そのようなファイルのみスキャ
ンしてウィルスやその他の悪質なコードを見つけます。

さらに、この新しい技術は感染しそうなファイルのみのスキャンを選択するユー
ザーにとって大幅なセキュリティ強化を意味します。スマートスキャンは各ファ
イルを調べてファイルの内部に実行可能なコードがあるかどうかを判断するため、
ウィルスがいる可能性のあるファイルでスキャンエンジンが回避されることは決
してありません。

総合的な電子メールスキャン保護はMSNなどセキュリティで保護されたパスワー
ド認証（SPA）を使用するクライアントを追加サポートします。Norton AntiVirusは
サーバーから受信する電子メールを自動的にスキャンし、電子メールの添付ファ
イルを保存または起動する前にそこに潜むウィルスを検出します。そのため、知
らないうちにウィルスを転送する危険性がなくなります。

一段と使いやすくなったインターフェースに新しい［電子メールの状態(I)］ボタ
ンがあり、電子メールアカウントとそのアカウントで電子メール保護が有効であ
るかどうかが示されます。電子メールのウィルス対策保護が設定しやすくなりま
した。

ブート可能CDに今までよりも便利なウィルス対策保護が備わっています。ブート
可能CDでコンピュータを起動して、簡単にウィルスの緊急時から回復できます。
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Norton AntiVirus の特長
Norton AntiVirus はウィルスやその他の有害なコードがコンピュータに侵入する
のを防ぎます。Norton AntiVirus をインストールしておけば、電子メールの添付
ファイル、インターネットまたはネットワークからのダウンロード、フロッピー
ディスクやその他のリムーバブルメディアなどの感染経路を通して侵入するウィ
ルスを防止できます。

Auto-Protect
Norton AntiVirus をインストールしてコンピュータを再起動するとAuto-Protect が
オンになります。Auto-Protect はユーザーの作業中にバックグラウンドで動作し
てウィルスまたは有害なコードの侵入を自動的に監視し、ウィルスが見つかると
警告を表示します。

有害なコードへの対応
Norton AntiVirus はウィルス以外の有害なコードからもシステムを保護します。
ウィルス以外の有害なコードとはトロイの木馬、悪質な ActiveX コントロールや
Java アプレットなどです。インターネットのホームページを閲覧すると有害な
コードがダウンロードされる危険がありますが、Norton AntiVirus をインストー
ルしておけばコンピュータは安全です。

圧縮ファイルのウィルスの検出
Norton AntiVirusはZipファイルのような圧縮ファイルの内部にいるウィルスや悪
質なコードを調べます。圧縮ファイル中に含まれる別の圧縮ファイルの内部の問
題を見つけて解決することもできます。Zipファイルだけに保護が制限されてい
るのではなく、Norton AntiVirusは多くの種類の圧縮ファイル内部の問題を見つけ
ます。

電子メールスキャン

Norton AntiVirusは受信する電子メールの添付ファイルを調べます。ウィルスが見
つかった場合、Norton AntiVirusはそれを修復します。
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検疫
見つかった感染ファイルを修復できない場合、Norton AntiVirus はそのファイル
を検疫できます。検疫とは特別な領域に隔離して他のファイルに感染しないよう
にすることです。その後で最新のウィルス定義ファイルを入手し、再び感染ファ
イルの修復を試みれば問題は完全に解決します。

自動LiveUpdate
自動LiveUpdateはインターネットの接続時に新しいウィルス定義があるかどうか
を調べます。作業を中断しないでウィルス定義の更新ができます。

LiveUpdate による更新
LiveUpdate は最新のファイルを入手するためのツールです。インターネット経由
でシマンテック社のサイトに接続し、最新のファイルをダウンロードすることに
よってコンピュータ上の製品を自動的に更新します。詳しくは第5章の「新種の
ウィルスへの対応」を参照してください。

救済ディスクセット
救済ディスクセットはウィルスが原因でコンピュータが起動しなくなったときな
どの緊急時に役立ちます。詳しくは「第3章　救済ディスクセット」を参照して
ください。

メモ　Windows NTとWindows 2000では救済ディスクは不要であるためインス
トールされません。

Norton AntiVirus の起動
Norton AntiVirus を起動するには、次のいずれかの操作をします。

■ スタートメニューで［プログラム(P)］、［Norton AntiVirus］、［Norton AntiVirus
2001］の順に選択します。

■ デスクトップにある Norton AntiVirus 2001 アイコンをダブルクリックします。

■ Windows のシステムトレー（タスクバー右端）にある Norton AntiVirus アイコ
ンをダブルクリックするか、または右クリックして表示されるメニューで
［Norton AntiVirus を開く(O)］を選択します。

Norton AntiVirus の起動
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Norton AntiVirus のメインウィンドウ
Norton AntiVirus が起動するとメインウィンドウが表示されます。

Norton AntiVirus メインウィンドウは Norton AntiVirus のすべての活動の開始点
です。左パネルにあるボタンのいずれかをクリックすると、そのタスクに関係す
る説明とオプションが右パネルに表示されます。

ヒント　追加のシマンテック製品をインストールしてある場合にはその製品が表
示されることがあります。

■ ［システムの状態(Y)］ボタンをクリックすると右パネルに現在の Norton
AntiVirus 保護の状態が表示されます。

■ ［電子メールの状態(I)］ボタンをクリックすると電子メールの保護状態を表
示、設定できます。

■ ［ウィルススキャン(F)］ボタンをクリックすると手動でスキャンを実行でき
ます。第6章の「ウィルススキャン」を参照してください。

■ ［レポート(E)］ボタンをクリックすると検疫、活動ログ、ウィルスリストを
表示できます。第6章の「レポート」を参照してください。

■ ［スケジュール(C)］ボタンをクリックするとウィルススキャンや LiveUpdate
を定時に実行するイベントを作成できます。第6章の「スケジュール」を参
照してください。



2-5

メインウィンドウ上部にあるボタンは Norton AntiVirus 全般に関係する機能を呼
び出します。

■ ［LiveUpdate(L)］ボタンをクリックすると LiveUpdate ウィザードが起動しま
す。詳しくは第5章の「新種のウィルスへの対応」を参照してください。

■ ［オプション(O)］ボタンをクリックすると Norton AntiVirus の動作をカスタ
マイズできます。詳しくは第6章の「Norton AntiVirus のカスタマイズ」を参
照してください。

■ ［Rescue(R)］ボタンをクリックすると救済ディスクセットを作成または更新
するための Rescue Disk プログラムが起動します。詳しくは「第3章　救済
ディスクセット」を参照してください。

■ ［ヘルプ(H)］ボタンをクリックするとヘルプメニューが表示されます。

ヘルプの表示
Norton AntiVirus プログラムには広範なヘルプが用意されています。ヘルプには
すべての Norton AntiVirus プログラムの使い方についての詳しい手順が載ってい
ます。

Norton AntiVirus のヘルプトピックは3種類に大別できます。

■ ダイアログボックスのヘルプ

■ 操作手順のヘルプ

■ 説明の表示ヘルプ

ダイアログボックスのヘルプ
ダイアログボックスのヘルプは Norton AntiVirus プログラム自体についての情報
を表示します。これを状況依存型ヘルプといいます。現在表示されている特定の
ユーザーインターフェース（ダイアログボックスまたはウィンドウ）のためのヘル
プです。

ヘルプの表示
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ダイアログボックスのヘルプを表示するには

■ ダイアログボックス下部にある［ヘルプ］ボタンをクリックします。

現在のダイアログボックスに合ったヘルプトピックが表示されます。

操作手順のヘルプ

操作手順のヘルプは Norton AntiVirus プログラムの操作手順をステップを追って
説明します。操作手順のヘルプトピックには［トピックの検索］ウィンドウの［目
次］ページまたは［キーワード］ページからアクセスできます。［トピックの検
索］ウィンドウはヘルプウィンドウ上部にある［目次(C)］ボタンをクリックすれ
ば開きます。

説明の表示ヘルプ
ダイアログボックスを使うときに本当に知りたいのはダイアログボックス上の
個々のコントロール（ボタン、オプション、テキストボックスなど）の働きです。
または、操作手順のヘルプに従って操作するときにもダイアログボックス上のど
のコントロールがどのオプションに相当するかについて確信がないと操作が進み
ません。説明の表示ヘルプを使えばコントロールの働きをすばやく確認できます。

ダイアログボックスの
機能と使い方の説明

トピックやキーワー
ドリストを表示でき
ます
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説明の表示ヘルプを表示するには

1 ダイアログボックスの任意の場所を右クリックします。

2 ［説明の表示(W)］を選択します。

ヘルプメニュー
ヘルプメニューは Norton AntiVirus メインウィンドウでいつでも表示できます。

ヘルプメニューを表示するには

■ Norton AntiVirus メインウィンドウ上部にある［ヘルプ(H)］ボタンをクリックし
ます。

ヘルプの目次や
キーワードリスト
を表示します

製品のバージョンとユーザー登録
の情報を表示します

Web サイトを表示します

ヘルプの表示





3救済ディスクセット

救済ディスクセット（Rescue Disk）はウィルスが原因でWindowsコンピュータが正
常に起動しなくなったときなどの緊急時に役立ちます。

救済ディスクセットにはNorton AntiVirusプログラムのほかにコンピュータごと
のシステムの起動データ、ディスクのパーティション情報、その他の情報の複製
セットが記録されます。これらの情報はコンピュータの構成（ハードウェアやオペ
レーティングシステム）に変更を加えると変わるので、そのつど救済ディスクセッ
トを更新することが重要です。

メモ　Windows NTまたはWindows 2000を使っている場合、救済ディスクセット
を作成するオプションはありません。Windows NTやWindows 2000にはシステム
の起動に関係する保護機能が組み込まれているので救済ディスクセットを使う必
要はありません。

救済ディスクセットの種類
救済ディスクセットには基本救済ディスクセットとNorton Zip救済ディスクセッ
トの2種類があります。

Norton Zip救済ディスクセット

Norton Zip救済ディスクセットは1枚のZipディスクとブート可能フロッピーディ
スクで構成されます。Norton Zip救済ディスクセットがあれば、ウィルスが原因
でたとえハードディスクが起動しなくなってもWindows を起動してNorton
AntiVirusで問題を解決できます。

メモ　Norton Zip救済ディスクセットはDOS/V、NEC NXマシンでのみ作成でき
ます。

基本救済ディスクセット

基本救済ディスクセットは1枚のブート可能フロッピーディスクと追加のフロッ
ピーディスクで構成されます。コンピュータが起動しない場合には救済ディスク
を使ってコンピュータをDOSモードで起動し、救済ディスクセットに入っている
DOSスキャナを使ってウィルスの問題を解決できます。
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メモ　基本救済ディスクセットは一連のフロッピーディスクのほかに大容量ドラ
イブやアクセス権のあるネットワークドライブなどにも格納できます。

注意　1台のコンピュータ用に作成した救済ディスクセットを使って別のコン
ピュータを起動しないでください。救済ディスクセットはそれを作成したコン
ピュータ専用です。

ヒント　なるべく新しい救済ディスクセットを使ってください。それだけ完全に
回復できる確率が高くなります。

救済ディスクセットの作成
Norton AntiVirusのインストール時に救済ディスクセットを作成しなかった場合、
インストール後にRescue Diskプログラムを実行することによっていつでも作成
できます。しかし、安全のためにできるだけ早く作成することをお勧めします。

作成する救済ディスクセットの種類に応じてディスクを用意してください。ディ
スクと同じ枚数のディスクラベルも必要です。

Norton Zip救済ディスクセットの作成
Norton Zip救済ディスクセットはZipディスクとブート用のフロッピーディスク
で構成されます。Zipディスクとフロッピーディスクを1枚ずつ用意します。

起動しなくなったシステムを復元するにはこの両方が必要です。フロッピーディ
スクにはコンピュータを起動するためのDOSシステムが入ります。Zipディスク
にはWindows オペレーティングシステム、起動ファイル、設定情報、Norton
AntiVirusのプログラムが入ります。

ヒント　救済ディスクセットに格納されるのはシステム設定とシステムの復元に
必要なファイルのみです。コンピュータ上のデータのバックアップは入りません。
データのバックアップは別のディスクに作成してください。

Norton Zip救済ディスクセットを作成するには

1 次のいずれかの操作をします。

■ Norton AntiVirusのメインウィンドウ上部にある［Rescue(R)］をクリックし
ます。
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■ スタートメニューで［プログラム(P)］、［Norton AntiVirus］、［Rescue Disk］
の順に選択します。

2 ZipドライブにZipディスク、フロッピーディスクドライブにフロッピーディ
スクを挿入します。

メモ　空の（または消去していい）ディスクを使ってください。Rescue Diskは
ディスク上のすべての情報を上書きします。

3 ［救済の種類の選択］グループボックスで［Norton Zip Rescue(N)］を選択します。

注意　コンピュータに複数のZipドライブがある場合にはNorton Zip救済ディ
スクセットを作成、更新、利用するときに常に同じZipドライブを使ってく
ださい。

4 ［作成(R)］をクリックします。

Rescue Diskはディスクをフォーマットしてコンピュータの重要な起動情報を
ディスクに保存します。

5 新しく作成した救済ディスクセットをテストするために［再起動(R)］をク
リックします。この処理には2分か3分かかることがあります。

画面にRescue Recovery Wizardが表示されれば救済ブートディスクは正しく
働いています。

6 完成した救済ディスクセットにラベルを貼って作成日を書き込み、安全な場
所に保管します。

救済ディスクセットの作成
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基本救済ディスクセットの作成
基本救済ディスクセットはフロッピーディスクのみで構成されます。空の（または
消去していい）1.44 MBのフロッピーディスクを5枚用意します。

基本救済ディスクセットを使うとシステムクラッシュ後にコンピュータでDOSを
起動してDOSのプログラムを使ってウィルスの問題を解決できます。

基本救済ディスクセットを作成するには

1 次のいずれかの操作をします。

■ Norton AntiVirusのメインウィンドウ上部にある［Rescue(R)］をクリックし
ます。

■ スタートメニューで［プログラム(P)］、［Norton AntiVirus］、［Rescue Disk］
の順に選択します。

2 ［救済の種類の選択］グループボックスで［基本救済(B)］を選択します。

3 Rescue Diskで救済情報の保存先として使いたいドライブを選択します。通常
はフロッピーディスクドライブを選択します。

注意　救済情報の保存先としてフロッピーディスク以外（ネットワークドライ
ブ、2台目の物理ハードディスク、その他の大容量ディスク）を選択する場合、
選択したディスク上のフォルダに救済ディスクセットが格納されます。ブー
ト可能なフロッピーディスクを作成して安全な場所に保管してください。こ
のディスクはネットワークドライバまたはコンピュータを起動して救済ディ
スクセットがあるドライブにアクセスするために必要な他のファイルを格納
するディスクです。救済ディスクセットを1台目のハードディスクドライブ
つまり起動しているドライブに作成することは避けてください。

4 フロッピーディスクドライブにディスクを挿入します。

5 ［作成(R)］をクリックします。

Rescue Diskはディスクをフォーマットしてコンピュータの重要な起動情報を
ディスクに保存します。

6 画面の指示に従って追加のディスクを挿入します。挿入する前にディスク名
と日付を書いたディスクラベルを貼ることをお勧めします。

7 新しく作成した救済ディスクセットをテストするために［再起動(R)］をク
リックします。

画面にRescue Diskウィンドウが表示されれば救済ブートディスクは正しく働
いています。
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8 完成した救済ディスクセットにラベルを貼って作成日を書き込み、安全な場
所に保管します。

救済ディスクセットの更新
救済ディスクセットに格納するべきコンピュータの情報は変化するので、救済
ディスクセットを最新の状態に保つことが重要です。

救済ディスクセットは好きなときに何回でも更新できます。新しく作成し直さな
くてもRescue Diskの更新機能を使えば既存の救済ディスクセットを短時間で簡
単に更新できます。

注意　更新機能は救済ディスクセットの履歴を追跡します。何かの理由で1台の
コンピュータ用に複数の救済ディスクセットを作成する場合には更新機能を使わ
ないでください。特別な理由がないかぎり、1台のコンピュータのための救済ディ
スクセットは1組だけにしてください。

救済ディスクセットを更新するには

1 次のいずれかの操作をします。

■ Norton AntiVirusのメインウィンドウ上部にある［Rescue(R)］をクリックし
ます。

■ スタートメニューで［プログラム(P)］、［Norton AntiVirus］、［Rescue Disk］
の順に選択します。

2 ［救済の種類の選択］グループボックスで更新しようとする救済ディスクセッ
トの種類を選択します。

3 救済ディスクセットの場所を指定します。

■ 救済ディスクセットのためのドライブを［保存先ドライブの選択］で選択
します。

■ フロッピーディスクの救済ディスクセットを更新しようとする場合、
ディスクセットの1枚目のディスクをドライブAに挿入します。

4 ［更新(U)］をクリックします。

Rescue Diskはディスク上のコンピュータに不可欠な起動情報を更新します。

5 新しく更新した救済ディスクセットをテストするために［再起動(R)］をク
リックします。

6 完成した救済ディスクセットにラベルを貼って作成日を書き込み、安全な場
所に保管します。

救済ディスクセットの更新
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救済ディスクセットの使い方
ウィルスが原因でWindowsコンピュータが正常に起動しなくなったときには救済
ディスクセットが役立ちます。一部のウィルスを除去するには感染したハード
ディスクの代わりに未感染のディスクでコンピュータを起動する必要があります。
そのような状況になると、Norton AntiVirusは警告を表示してユーザーに救済ディ
スクセットを使うように指示します。

救済ディスクセットを使う前に手もとの救済ディスクセットが最新の状態である
ことを確認してください。最新の状態とは最後に次のような操作をした後で作成
または更新したことを意味します。

■ ハードウェアコンポーネントの追加、変更、取りはずし

■ パーティションソフトウェアによるハードディスクのパーティションの追加、
再分割、削除

■ オペレーティングシステムの（たとえばWindows 98への）アップグレード

注意　救済ディスクセットの中の重要な情報が古すぎる場合、その救済ディスク
セットを使ってコンピュータを起動しようとするとシステムに問題が起きる可能
性があります。コンピュータが正常に起動しない問題を解決することはまずでき
ません。（ウィルスの除去だけならばできる可能性があります。システムを復元し
ようとしないでNorton AntiVirusのスキャナによる操作のみを試みてください。）

メモ　救済ディスクセットに入っているウィルス定義が古いだけであれば、その
救済ディスクセットを使っても問題はありません。新種のウィルスを完全に認識
できない場合がありますが、システムに害はありません。

救済ディスクセットを使ってウィルスを除去するには

1 コンピュータが動作中の場合にはWindowsのスタートメニューで［Windows
の終了(U)］を選択してコンピュータをシャットダウンします。

2 電源スイッチを使ってコンピュータの電源を切ります。電源を切るとメモリ
上のウィルスが除去されます。

必ず電源を切ってください。［コンピュータを再起動する(R)］を選択したり
Ctrl+Alt+Delを押して再起動しただけはメモリ上からウィルスが除去されない
ことがあります。

3 救済ブートディスク（救済ディスクセットの1枚目）を書き込み禁止にしてフ
ロッピーディスクドライブに挿入します。
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SARCへのファイルの提出

コンピュータがドライブAから起動します。

メモ　救済ディスクセットのディスクを使うときには書き込み禁止にしてくだ
さい。ディスクに格納してあるデータが誤って変更されるのを防ぐためです。

4 数秒待ってからコンピュータの電源を入れます。

5 画面の指示に従って操作します。

6 操作が完了したらフロッピーディスクドライブからディスクを取り出し、コ
ンピュータを再起動します。

メモ　緊急時にNorton Zip救済ディスクセットを使う場合のウィルスに対す
る処理は起動直後に実行されるRescue Recovery WizardとNorton AntiVirusの
みによって完了します。ウィルスの問題を解決するために他の作業は必要あ
りません。

SARCへのファイルの提出
最新のウィルス定義を使ってウィルススキャンを実行してNorton AntiVirusでウィ
ルスが検出されなかった場合でも、コンピュータにウィルスがいるのではと疑う
ことがあります。疑いのあるファイルは検疫場所に入れてください。これでその
ウィルスは伝染しなくなります。次にスキャンと配信を使ってそのファイルを
SARCに提出します。

次の手順でウィルスの疑いのあったサンプルをテストのためにSARCに提出し
ます。

メモ　.zipファイルなどのような圧縮ファイルの場合には提出する前に圧縮解除
する必要があります。圧縮ファイルは提出できません。

ファイルを検疫場所に入れるには

1 Norton AntiVirusを起動します。

2 Norton AntiVirusメインウィンドウで［レポート(E)］をクリックします。

3 ［検疫場所の項目を表示して管理します。］をダブルクリックします。

4 Norton AntiVirus検疫で［項目の追加］をクリックします。

5 ［検疫に追加］ダイアログボックスで検疫場所に入れたいファイルを参照して
選択します。［追加(A)］をクリックします。
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メモ　検疫場所に入ったファイルは暗号化されるので、コンピュータにとっても
う脅威ではありません。

スキャンと配信を使って検疫ファイルをSARCに提出するには

1 提出したいファイルを検疫ウィンドウの右パネルで選択します。

2 ［項目の提出］をクリックします。

3 画面の指示に従って操作します。



4Norton AntiVirus警告

Norton AntiVirusはシステム上で何か問題を検出すると画面にメッセージを表示し
ます。そのようなメッセージを「警告」といいます。

Norton AntiVirus警告が表示されたら
ここではAuto-Protectによる警告の例をとりあげ、それに対する応答のしかたを
示します。Auto-Protectがオンになっているときにウィルスまたは悪質なコードが
検出されるとNorton AntiVirusはその場ですぐに警告を表示します。

Windowsモードの警告
次の画面はWindows 95/98/MeのAuto-Protect がハードディスク上でプログラム
ウィルスを検出した場合の例です。

この警告に応答するには次の手順で操作します。

1 画面のメッセージを読み、感染項目とウィルス名を把握します。

2 ［次へ(N)］をクリックします。

3 ウィザードの指示に従って操作しながら問題を解決します。

ウィルス名

感染項目
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DOSモードの警告
次の画面はDOSのAuto-Protectがメモリ上のウィルスを検出した場合の例です。

この警告に応答するには次の手順で操作します。

1 問題の種類を識別します。それからメッセージ部の残りを読み、感染項目と
ウィルス名を把握します。

2 事前選択されているオプション（この例では［OK］）を選択するためにEnter
キーを押します。

Windows NT上での警告

次に示すのはNorton AntiVirusがWindows NTのハードディスク上でプログラム
ウィルスを検出した場合の画面例です。

この警告に応答するには、次の手順で操作します。

1 ［OK］を（必要に応じて何回か）クリックします。

2 ディスクをウィルススキャンしてウィルスを除去します。詳しくは第6章の
「ウィルススキャン」を参照してください。

メモ　Norton AntiVirusはWindows NT上とWindows 2000上で感染ファイルを自
動的に修復するように事前設定されています。Auto-Protectの設定をカスタマイ
ズすれば検疫などその他の処理を適用できます。Auto-Protectのカスタマイズに
ついて詳しくはヘルプを参照してください。

選択可能な
オプション
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警告時に選択できるオプション
画面にNorton AntiVirus警告が表示された場合には次の表を参考にしてどの処理
を適用するかを決めてください。ほとんどの場合、推奨する処理が事前に選択さ
れているのでそのまま［次へ(N)］をクリックできます。

オプション 説明

ウィルスを除去して感染項目を修復します。ウィルスが見つ

かったときに［修復(R)］は常に最高の選択肢です。

感染ファイルを特別な領域に隔離します。ウィルスは（伝染し

なくなりますが）除去されません。未知のウィルスによる感染
の疑いがある場合には［検疫(Q)］を選択してください。検疫
された感染ファイルはSARC（Symantec AntiVirus Research
Center）に提出して分析を依頼できます。

感染ファイルを削除することによってウィルスを除去します。

ファイルもウィルスも永久的に消滅します。［削除(D)］は［修
復(R)］で修復できない場合に最善の選択枝です。感染ファイ
ルを削除した後で未感染の同じファイルをバックアップディス
クからコピーし直してください。その後で再びウィルスが検出
されたらバックアップディスクのファイルが感染しています。

感染ファイルが使われないように現在の操作を中止します。

［中止(S)］を選択しても問題は解決しません。次回に同じ操作
をすると再び警告が表示されます。

現在の操作を続行します。問題は解決しません。ウィルスの活

動ではないという確信がある場合にのみ［続行(C)］を選択し
てください。後で再び警告が表示されます。確信がない場合に
は［中止(S)］を選択してください。

ファイルをスキャンの対象から除外します。活動中のウィルス

は除去されません。［除外(E)］は主としてシステム管理者がシ
ステムの調整を目的として使うように用意されています。

DOSの警告が表示された場合にはマウスは動きません。その場合、オプションを
クリックする代わりにキーボードでオプションのショートカット文字（カッコに
入っている英字）のキーを押すことで選択します。たとえば、［修復(R)］を選択す
るには英字のRのキーを押します。または、適用したいオプションをハイライト
してEnterキーを押す方法もあります。

警告時に選択できるオプション
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警告の種類
Norton AntiVirusでどのような警告が表示されるかは問題を検出した「スキャンの
種類」と検出された「問題の種類」によって決まります。スキャンの種類とは手
動スキャン、定時スキャン、Auto-Protect、起動時スキャン、電子メールスキャン
などです。問題の種類は感染ファイル、メモリ上のウィルス、ウィルスらしい活動
に大別されます。

感染ファイルの警告

Windowsモードの警告（修復ウィザード）

手動スキャンや定時スキャンの実行中にコンピュータ上で感染ファイルが見つか
ると修復ウィザードが起動します。修復ウィザードの1つ目のパネルで［手動
(M)］を選択して［次へ(N)］をクリックすると「問題が見つかりました」のパネ
ルが表示されます。

感染ファイルを修復するには

■ ［修復(R)］をクリックします。
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DOSモードの警告

DOSのAuto-Protectが感染ファイルを検出すると次のような画面が表示されます。

感染ファイルを修復するには

■ ［修復(R)］を選択するために英字のRのキーを押します。

修復の完了

修復が完了するとファイルは感染する前の状態に戻ります。必要な操作はこれだ
けです。いったん修復すればウィルスはいなくなり、コンピュータは安全です。

Norton AntiVirusが感染項目を修復できない場合については後の「修復できない場
合の対処」を参照してくたさい。

メモリ上のウィルスの警告
メモリ上のウィルスを検出するとNorton AntiVirusはコンピュータを停止します。
通常はWindowsを終了しないでコンピュータの電源を切るという操作はしません
が、この場合にはしかたがありません。

メモリ上に存在するウィルスは活動状態であり、すぐにもディスク上のファイル
に伝染する危険があるからです。すでに多くのファイルに伝染した可能性もあり、
最悪の場合にはファイルが損傷しているかもしれません。

DOSのAuto-Protectがメモリ上のウィルスを検出すると次のような画面が表示さ
れます。

警告の種類

選択可能な
オプション

選択可能な
オプション
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コンピュータは停止しました。救済ディスクセットでコンピュータを再起動し、
再びドライブをスキャンする必要があります。次の手順で操作してくたさい。

メモリ上のウィルスを除去するには

1 コンピュータの電源を切ります。

2 書き込み禁止にした救済ブートディスク（救済ディスクセットの1枚目）をド
ライブAに挿入します。

3 数秒間待ってからコンピュータの電源を入れます。

4 画面の指示に従って操作します。

救済ブートディスクが動かない場合には「第7章　トラブルシューティング」を
参照してください。救済ディスクセットを作成していない場合には代わりに緊急
用ディスクセットを使えます。緊急用ディスクセットについては第1章の「イン
ストール時のウィルス除去」を参照してください。

ウィルスらしい活動の警告
ウィルスらしい活動の警告は必ずしもコンピュータにウィルスがいることを意味
するわけではありません。疑わしい操作に関する単なる警告です。状況から見て
その操作が妥当かどうかを判断するのはユーザー自身です。

DOSのAuto-Protectがウィルスらしい活動を検出すると次のような画面が表示さ
れます。

ウィルスらしい活動の警告を解消するには

次のいずれかの操作をします。

■ 警告に示された活動が実行中のアプリケーションの状況から判断して正常な
場合には［続行(C)］を選択するために英字のCのキーを押してその動作の進
行を許可します。

たとえば、プログラムの更新中にプログラムファイルへの書き込みが試みら
れていることを示す警告が表示されたら、［続行(C)］を選択します。

選択可能な
オプション
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■ 警告に示された活動がユーザーの試みている操作と関係がないに場合には
［中止(S)］を選択するために英字のSのキーを押してその動作を避けます。

たとえば、ゲームで遊んでいるときにハードディスクのブートレコードへの
書き込みが試みられていることを示す警告が表示されたら、［中止(S)］を選
択してディスクが変更されるのを防ぎます。

修復できない場合の対処
Norton AntiVirusがファイルを修復できない最も一般的な原因の1つはコンピュー
タ上のウィルス定義ファイルが最新でないことです。Norton AntiVirusメインウィ
ンドウで［LiveUpdate(L)］をクリックすればインターネット経由でシマンテック
社のサイトから最新のウィルス定義ファイルを入手できます。

ファイルを修復できない場合には次のいずれかの操作をします。

■ ウィルス定義ファイルを更新してから再びスキャンします。詳しくは第2章
の「LiveUpdateによる更新」を参照してください。

■ 画面に表示される指示を注意深く読み、修復できない項目の種類を識別しま
す。次のいずれかに当てはまるはずです。

■ 感染ファイルは（通常.EXEの拡張子が付く）実行可能ファイルです。デー
タファイル（.DOC、.DOT、.XLSなどの拡張子が付くファイル）もマクロ
ウィルスに感染することがあります。

■ ディスクのシステム領域（ハードディスクのマスターブートレコード、
ブートレコード、フロッピーディスクのブートレコード）を修復できない
場合、救済ディスクセットを使って復元できます。場合によっては、オ
ペレーティングシステム（WindowsまたはDOS）のディスクでシステム領
域やシステムファイル（IO.SYS、MSDOS.SYSなど）を復元できることも
あります。

以下では感染項目の種類ごとに対処のしかたを説明します。

感染ファイル

感染ファイルを修復できない場合、ファイルを検疫またはコンピュータから削除
する必要があります。

メモ　感染によってはNorton AntiVirus CD上のSupport¥NAVTools¥Repairフォル
ダにある特別なツールで除去できることがあります。これらのツールはシマン
テック社のWebサイト（http://www.symantec.com/region/jp/sarcj/）でも無償で利用で
きます。問題に利用できる駆除ツールがあるかどうかを確認してください。

修復できない場合の対処
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■ ファイルを検疫する場合（推奨）

感染ファイルを検疫するとそのファイルは検疫場所に隔離されます。隔離さ
れたファイルを検疫ファイルといいます。検疫ファイルは分析用にSARCに
提出できます。

■ ファイルを削除する場合

感染ファイルを削除したら、次のいずれかの方法でファイルを復元します。

■ バックアップディスクから未感染の同じファイルをコピーし直します。

■ アプリケーションの製品パッケージに入っていたプログラムディスクを
使って再インストールします。

ファイルを復元した後で再びウィルスが検出された場合には、おそらくバッ
クアップディスクまたは元のプログラムディスクが感染しています。製造元
に連絡し、ディスクの交換を依頼してください。

ハードディスクのマスターブートレコードまたは
ブートレコード

ハードディスク上のマスターブートレコードまたはブートレコードを修復できな
い場合、救済ディスクセットを使って復元できます。詳しくは第3章の「救済ディ
スクセットの使い方」を参照してください。場合によっては、オペレーティング
システム（WindowsまたはDOS）のディスクで復元できることもあります。

救済ディスクセットでハードディスクのマスターブートレコードを修復できない
場合にはテクニカルサポートに連絡してください。

システムファイル
感染したシステムファイル（たとえば、IO.SYS、MSDOS.SYSなど）は削除できま
せん。Windowsを再インストールする必要があります。

書き込み禁止にした未感染のフロッピーディスクを使ってコンピュータを再起動
し、Windowsを再インストールしてください。起動に使えるフロッピーディスク
は救済ブートディスク、Windowsをインストールしたときに作成したWindows起
動ディスクなどです。



5ウィルスの予防

この章ではウィルスの侵入を防ぐための基本的な心得を示します。まず、コン
ピュータウィルスとは何かを説明します。次に、ウィルスが感染を防ぐための
Auto-Protectの使い方を説明します。最後に新種のウィルスに対応するために欠か
せないLiveUpdateについて説明します。

コンピュータウィルスについて
コンピュータウィルスとは単純に言うと悪意のあるプログラマによって書かれた
コンピュータプログラムです。コンピュータウィルスの感染源はフロッピーディ
スクやその他のリムーバブルディスク、LAN、インターネットなどです。カゼの
ウィルスが人間に感染するように、コンピュータウィルスはコンピュータの実行
可能ファイルに感染します。そして、いったん感染すると治りにくい点もカゼの
ウィルスとよく似ています。

ウィルスがすること
■ ユーザーが知らないうちにコンピュータの制御を奪います。

■ コンピュータ上で奇妙な現象（たとえば、ビープ音が鳴る、不快なメッセージ
が表示されるなど）を誘発します。

■ マクロの中に隠れてWordの文書やExcel のワークシートに感染や伝染しま
す。（このようなウィルスをマクロウィルスといいます。）

■ 一部のウィルスは破壊的な活動をします。データを損傷したり、ファイルを
削除したり、ハードディスクを完全に消去することさえあります。

■ ウィルス内に事前に定義された日付（たとえば、13日の金曜日）までは活動し
ないで潜伏し、その日に大破壊をもたらします。

ウィルスがしないこと
キーボードやディスプレイなどのハードウェアを損傷することはありません。画
面の乱れや入力した文字が表示されないなどの奇妙な現象も、実際には表示や
キーボードを制御するプログラムにウィルスが影響しているにすぎません。ディ
スク自体が物理的に損傷しているのではなく、ディスクに格納してあるデータが
損傷しているだけです。
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トロイの木馬について
トロイの木馬はウィルスではありませんが、潜在的にはウィルスと同種の問題が
起きる原因になります。トロイの木馬の活動としては次のような例があります。

■ 不快なメッセージを表示またはハードディスクの内容を削除します。

■ ユーザーのログインIDやパスワードを盗んでそれらを電子メールで別のユー
ザーに送信します。受け取ったユーザーがそのアカウントを使うと元のユー
ザーが料金を負担することになります。

通常、トロイの木馬はオンラインでプログラムをダウンロードすることによって
感染します。一見すると実用性または娯楽性があるように見えるプログラムをダ
ウンロードして実行すると、悪質なコードが活動を開始します。トロイの木馬は
増殖または伝染しないという点でウィルスとは異なります。感染経路は電子メー
ルまたはディスクを経由して伝染するか、またはコンピュータに直接ダウンロー
ドされます。

ワームについて
ウィルスと同様にワームは増殖します。ただし、ファイル間の伝染ではなくコン
ピュータ間の伝染でシステム全体に感染します。

コンピュータワームはネットワークを介して（たとえば、電子メールを使って）コ
ンピュータ間で自分自身を複製するように設計されているプログラムです。ワー
ムはネットワークを介して多くのコンピュータに伝染しますが、人の助けを待つ
ことはありません。つまり、コンピュータワームはコンピュータウィルスよりも
はるかに迅速に伝染できます。

Norton AntiVirusが自動的にすること
Norton AntiVirusは感染源にかかわらずコンピュータをウィルス感染から守りま
す。Norton AntiVirusはハードディスクやフロッピーディスクから伝染するウィル
ス、ネットワークを通して伝わるウィルス、インターネットからダウンロードさ
れるウィルスを検出します。

■ ウィルスを除去してファイルを修復します。

■ コンピュータの起動時にシステムにウィルスがいないことを確認します。

■ 外部から入手または自分で作成したプログラムやデータファイルを使うたび
にウィルスがいないかどうか調べます。

■ フロッピーディスクやリムーバブルディスクの挿入時にウィルススキャンし
ます。



5-3

■ 電子メールメッセージの受信時に添付ファイルをウィルススキャンします。

■ ウィルスの活動を示す異常な動作がないかどうかコンピュータを監視します。

■ 1週間に1回の定時スキャンを実行することによってコンピュータのハード
ディスクドライブにウィルスがいないことを確認します。圧縮ファイルの中
のファイルも完全にスキャンされます。

■ インターネットを媒介とするウィルスからコンピュータを完全に保護します。
別のプログラムを呼び出したりNorton AntiVirusのオプションを変更する必要
はありません。プログラムやデータファイルのダウンロード時にAuto-Protect
が自動的にスキャンします。

■ 自動LiveUpdateが有効な場合、インターネットの接続時にウィルス定義の更
新版があるかどうかを調べ、もしあればそれをインストールします。

ユーザーがしなければならないこと
世の中には毎日のように新種のウィルスが増え続けています。新種のウィルスに
対応するにはウィルス定義ファイルを定期的に更新する必要があります。ウィル
ス定義ファイルを更新しないとNorton AntiVirusをインストールした後で発見さ
れた新種のウィルスに対応できません。

■ シマンテック社から最新のウィルス定義ファイルを定期的に入手します。
LiveUpdateを実行すればコンピュータ上のウィルス定義ファイルを簡単に更
新できます。詳しくは後の「新種のウィルスへの対応」を参照してください。

■ コンピュータのハードウェアまたはオペレーティングシステムに変更を加え
たら救済ディスクセットを更新します。新しいウィルス定義ファイルを入手
したときにも救済ディスクセットを更新する必要があります。詳しくは「第
3章　救済ディスクセット」を参照してください。

ウィルスを避けるためのヒント
コンピュータウィルスを避けるためには次のことを心がけてください。

■ コンピュータにNorton AntiVirusをインストールし、システムトレーにNorton
AntiVirusアイコンが表示されていることを確認します。Norton AntiVirusを起
動してリアルタイムスキャン（Auto-Protect）が有効になっていることを調べ
ます。

■ 最新のウィルス定義を入手するために定期的にLiveUpdateを実行します。そ
うすることでNorton AntiVirusの出荷後に発見された新種のウィルスに対応で
きます。

ユーザーがしなければならないこと
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■ 予期しない電子メールやウィルスがいるかもしれない添付ファイルのある電
子メールに注意します。

■ ソフトウェアは必ず正規の製品を購入します。バックアップディスクを安全
な場所に保管します。

■ 外部から受け取るすべてのディスク上のファイルをスキャンします。第6章
の「ウィルススキャン」を参照してください。

Auto-Protectによる監視
Norton AntiVirusをインストールしてコンピュータを再起動するとAuto-Protectが
オンになります。Auto-Protectはユーザーの作業中にバックグラウンドで動作して
ウィルスまたは有害なコードの侵入を自動的に監視し、ウィルスが見つかると警
告を表示します。

Auto-Protectが働いているかどうかはNorton AntiVirusのメインウィンドウまたは
システムトレーのアイコンを見れば確認できます。コンピュータを最大限に保護
するには、次の手順に従ってコンピュータの起動時にAuto-Protectがロードされ
ていることを確認してください。

Auto-Protectの起動時のロードを確認するには

1 Norton AntiVirusメインウィンドウ上部にある［オプション(O)］ボタンをク
リックします。

2 左パネルで［Auto-Protect］を選択します。

3 ［Windowsの起動時にAuto-Protectを起動する(T)］にチェックマークが付いている
ことを確認します。
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新種のウィルスへの対応

4 ［OK］をクリックしてダイアログボックスを閉じます。

Auto-Protectの切り替え
通常、Auto-Protectをオフにする必要はありません。しかし、一部のプログラムはイ
ンストール時にAuto-Protectのようなウィルス監視プログラムをオフにするように要
求することがあります。そのような場合にはAuto-Protectのオンとオフを切り替え
ることができます。

Auto-Protectを一時的にオフにするには

■ システムトレーにあるNorton AntiVirus アイコンを右クリックして［Auto-
Protect を無効にする(D)］を選択します。

Auto-Protectがオフになるとシステムトレーのアイコンに赤い×印が付きます。

Auto-Protectをオンに戻すには

■ システムトレーにあるNorton AntiVirus アイコンを右クリックして［Auto-
Protect を有効にする(E)］を選択します。

Auto-Protectがオンになるとシステムトレーのアイコンに付いていた赤い×印
が消えます。

システムトレーにアイコンを表示していない場合は、次の操作でオンとオフを切
り替えます。

1 Norton AntiVirusのメインウィンドウの左パネルで［システムの状態(Y)］を
クリックします。

2 右パネルのリストから［リアルタイムスキャン］をダブルクリックします。

3 ［システム状態の詳細］ダイアログボックスで［はい(Y)］をクリックします。

新種のウィルスへの対応
Nor ton  An t iV i ru s は最新の情報に基づいてウィルスを検出や除去します。
LiveUpdateを使うとシマンテック社のサイトから次のファイルを入手できます。

■ 最新のウィルス定義

■ Norton AntiVirusプログラムの更新版

LiveUpdateを実行するにはインターネット接続が必要です。
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LiveUpdateによるウィルス定義の更新
ウィルス感染が起きる最も一般的な原因の1つは製品を購入した後でウィルス定
義を更新していないことです。シマンテック社はウィルス定義ファイルを定期的
に更新し、最新版をシマンテック社のサイトに用意します。

LiveUpdateは最新のウィルス定義ファイルを入手するための最も簡単な方法です。
メインウィンドウで［LiveUpdate(L)］ボタンをクリックするだけで、最新のウィ
ルス定義ファイルが自動的にダウンロードされ、コンピュータにインストールさ
れます。

LiveUpdateを使ってウィルス定義を更新するには

1 Norton AntiVirusのメインウィンドウ上部にある［LiveUpdate(L)］をクリック
します。

2 画面の指示に従って操作します。

LiveUpdateが完了するとコンピュータ上のウィルス定義が更新されて最新に
なります。ウィルス定義の作成日は［システムの状態(Y)］の右パネルのリス
トに表示されます。

最新Norton AntiVirusの入手
LiveUpdateを使うとウィルス定義だけでなくNorton AntiVirusプログラムの最新版
も入手してコンピュータ上のプログラムを更新できます。

メモ　LiveUpdateによるNorton AntiVirusの更新は無料です。ただし、インター
ネットアクセスの料金や電話料金がかかります。

LiveUpdateを使ってNorton AntiVirusを更新するには

1 Norton AntiVirusのメインウィンドウ上部にある［LiveUpdate(L)］をクリック
します。

2 画面の指示に従って操作します。



6Norton AntiVirusの使い方

この章ではNorton AntiVirusのウィルススキャンについて説明します。レポート
とスケジュール機能の概要も示します。最後にNorton AntiVirusの動作をカスタ
マイズする手順を示します。

ウィルススキャン
スキャナはスキャンエンジンとも呼ばれ、Norton AntiVirus保護の心臓部に相当
するプログラムです。Norton AntiVirusがウィルススキャンを開始すると、スキャ
ナがファイルの中に既知のウイルスのシグネチャを検索します。スキャナは予防
接種済みブートレコードの変更を検証する働きもします。

スキャンの種類
Norton AntiVirusには次のようなスキャンの種類が用意されています。

■ 手動スキャン

ユーザーがNorton AntiVirus のメインウィンドウの左パネルで［ウィルスス
キャン(F)］を選択し、右パネルで［今すぐにスキャン(U)］をクリックするこ
とによって開始するスキャンです。コンピュータ上の特定のファイル、フォ
ルダ、フロッピーディスクに入っているウィルスを検出するのに便利です。

■ 定時スキャン

スケジューラによって自動的に実行されるスキャンです。Norton AntiVirusを
インストールするとデフォルトで1週間に1回の定時スキャンが設定されます。

■ 起動時スキャン（Windows 95/98のみ）

コンピュータを起動するたびに自動的に実行されるスキャンです。ブートレ
コードやシステムファイルに感染するウィルスを検出するための重要な保護
です。起動時スキャンを実行するかどうかは［オプション］ダイアログボッ
クスの［起動時スキャン］パネルで設定できます。

■ Auto-Protect

Norton AntiVirusの自動保護機能です。Auto-Protectはユーザーの作業中にバッ
クグラウンドで動作してウィルスまたは有害なコードの侵入を自動的に監視
します。既知のウィルスだけでなくBloodhound技術によって未知のウィルス
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やウィルスらしい活動も検出します。Norton AntiVirusをインストールすると
デフォルトでAuto-Protect がオンになります。

■ 電子メールスキャン

電子メール保護ともいいます。電子メールメッセージの受信時に添付ファイ
ルにウィルスがいないかどうかを調べるリアルタイムのスキャンです。

ドライブのスキャン
手動スキャンは実行したいときにいつでも開始できます。スキャンする対象とし
て指定できるのはハードディスクドライブ、ネットワークドライブ、フロッピー
ディスク、個々のフォルダやファイルなどです。ハードディスクの定期的なス
キャンをスケジュール設定するとともに、フロッピーディスクを使う前には必ず
スキャンすることをお勧めします。

ドライブをウィルススキャンするには

1 Norton AntiVirusメインウィンドウの左パネルで［ウィルススキャン(F)］をク
リックします。

2 右パネルのリストでスキャンしたい項目を選択します。

メモ　スキャンしたい項目がリストにない場合には［スキャンの追加(N)］を
クリックし、ウィザードの指示に従ってカスタムスキャンを作成します。

3 ［今すぐにスキャン(U)］をクリックします。

ヒント　単一のドライブ、フォルダ、ファイルをスキャンするには、マイコン
ピュータまたはWindowsエクスプローラでスキャンしたい項目を右クリックして
表示されるメニューで［Norton AntiVirusを使ってスキャン(S)］を選択してくだ
さい。
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電子メールの保護
Norton AntiVirusは電子メールが電子メールプログラムに到達する前にそのメール
を阻止してスキャンします。このために電子メールクライアントプログラムの
ユーザー名とサーバー名を修正します。サーバー名はPop3.norton.antivirusに変更
され、ユーザー名は実際のユーザー名と電子メールサーバー名の組み合わせに変
更されます。これらの設定と、Norton AntiVirusで認識されないPOP3電子メール
クライアントを設定する方法について詳しくはヘルプのキーワードで「電子メー
ル」を検索してください。

Norton AntiVirusが着信メールをスキャンしているとき、Windowsのタスクバーに
電子メールスキャンアイコンが表示されます。

大きな添付ファイルのダウンロード中は、十分な速さで情報を受信していないた
め電子メールプログラムの警告が表示されることがあります。これは電子メール
クライアントに渡す前にNorton AntiVirusが添付ファイル全体を調べる必要があ
るからです。この種類のメッセージが表示された場合には［電子メールスキャン
を時間切れから保護する(P)(推奨)］にチェックマークを付けてください。

時間切れ保護が有効になっていることを確認するには

1 Norton AntiVirusメインウィンドウ上部にある［オプション(O)］ボタンをク
リックします。

2 左パネルで［電子メール保護］の左のプラス記号（+）をクリックします。

3 ［拡張］をクリックします。

4 ［電子メールスキャンを時間切れから保護する(P)(推奨)］にチェックマークが
付いていることを確認します。

電子メールの保護
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レポート
Norton AntiVirusメインウィンドウの左パネルで［レポート(E)］を選択すると、レ
ポートに関係するオプションが右パネルに表示されます。Norton AntiVirusには次
のようなレポート機能があります。

検疫ウィンドウ
Norton AntiVirusの検疫プログラムはコンピュータ上の感染ファイルを特別な領域
に隔離します。検疫ウィンドウを使うと検疫項目を確認できます。分析用のファ
イルをインターネット経由でSARCに送信することもできます。

活動ログ
Norton AntiVirusは実行したすべての活動を記録してログファイルに保存します。
活動ログを見るとそれまでにどのようなスキャンが実行されどのような問題が見
つかったかがわかります。活動ログはプリンタで印刷したり、テキストファイル
に保存して他のアプリケーションで利用できます。

ウィルスリスト
ウィルスリストにはウィルス定義ファイルの情報に基づいて識別されるウィルス
の名前が表示されます。ウィルスごとの説明、感染した場合の症状、別名も表示
できます。ウィルスリストはNorton AntiVirusで検出されたウィルスを確認するとき
に役立ちます。

スケジュール
Norton AntiVirusをインストールすると自動的に1週間に1回の定時スキャンが設
定されます。1週間に1回ずつ定期的にハードディスクをスキャンすればコン
ピュータにウィルスがいないことを確認できます。

Norton AntiVirusメインウィンドウの左パネルで［スケジュール(C)］を選択する
と任意の定時スキャンまたはスキャン以外の定時イベントを作成できます。

たとえば、電子メールやインターネット経由で受け取るすべての着信ファイルを
格納するダウンロードフォルダを作成し、そのフォルダに対して1日に1回の定
時スキャンを実行するという使い方ができます。

または、2週間に1回のタイミングでLiveUpdateを実行して最新のウィルス定義
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スケジュール

を自動的に入手できるようにすると便利です。2週間に1回のタイミングでイベ
ントを実行するには1週間に1回の定時イベントを2つ作成（1つを作成してから
コピー）し、半月ずらした（1日と15日というような）日付を指定します。

定時イベントを作成するには

1 Norton AntiVirusメインウィンドウの左パネルで［スケジュール(C)］をクリッ
クします。

2 右パネルで［イベントの追加(N)］をクリックします。

スケジュールウィザードが起動します。

3 ［次へ(N)］をクリックします。

4 イベントの種類を選択して［次へ(N)］をクリックします。Norton AntiVirusで
作成できるイベントには次の4種類があります。

■ ウィルススキャン

■ LiveUpdateの実行

■ 別のプログラムの実行

■ メッセージの表示

5 ウィザードの指示に従ってオプションを選択し、イベント名を付けて［次へ
(N)］をクリックします。

ここで入力するベント名がスケジュールのイベント名に表示されます。（たと
えば、「午後5時のスキャン」というように見分けやすい名前を入力してくだ
さい。

6 イベントの頻度を選択して［次へ(N)］をクリックします。［1回(O)］を選択
すると1回のみのイベント、それ以外を選択すると定期イベントになります。

7 日時またはそのいずれかを設定して［次へ(N)］をクリックします。

8 ［完了］をクリックします。
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Norton AntiVirusのカスタマイズ
Norton AntiVirusの事前設定オプションはほとんどのユーザーに最適なはずです。
しかし、必要な場合には作業環境に合わせてカスタマイズできます。

たとえば、ハードディスクのスキャンにかかる時間を短くしたい場合にはスキャ
ンするファイルの種類として［すべてのファイル(F)］ではなく［感染しそうな
ファイルのみ(P)］を選択することでスキャンの対象になる項目数を減らすことが
できます。

Norton AntiVirusをカスタマイズするには

1 Norton AntiVirusのメインウィンドウ上部にある［オプション(O)］ボタンを
クリックします。

［Norton AntiVirusのオプション］ダイアログボックスが表示されます。

2 左パネルで設定したいオプションのカテゴリを選択します。カテゴリ名の左
にあるプラス記号（+）をクリックすると下位のカテゴリが表示されます。

選択したカテゴリに関係するオプションが右パネルに表示されます。
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この章では、Norton AntiVirusを使っているときに起きやすい一般的な問題と対策
を示します。テクニカルサポートに連絡する前に、ここに示す手順に従って問題
の解決を試みてください。

救済ブートディスクが動きません

原因1 ハードディスクの製造元は製品ごとに設定や初期化のための固有の技
術を使うので、Norton AntiVirus は必ずしもブート可能な救済ブート
ディスク（救済ディスクセットの1枚目）を自動的に作成できるとは限
りません。

対策1 次のいずれかの方法を試します。

■ コンピュータ用の特別なブートディスクがある場合には、それを
Norton AntiVirus救済ディスクセットに追加します。ウィルスによ
る緊急時には、（書き込み禁止にした状態で）そのディスクから起
動します。コンピュータが起動したらドライブからディスクを取
り出し、救済ブートディスク（救済ディスクセットの1枚目）を挿
入します。DOSプロンプトでA:RSHELLと入力してからEnterキー
を押し、画面の指示に従って操作します。

■ ディスクマネージャまたはコンピュータに付属の類似のプログラ
ムを使って救済ブートディスクをブート可能にします。修正した
救済ブートディスクを確認のためにテストしてください。

■ Norton Zip救済ディスクセットがうまく動かない場合には救済ブー
トディスクに入っているTROUBLE.TXTファイルを参照してくた
さい。ブートディスクをブート可能にします。修正した救済ブー
トディスクを確認のためにテストしてください。DOSプロンプト
で A:VIEW < TROUBLE.TXTと入力してEnterキーを押すと表示
されます。

原因2 1台のコンピュータに2つ以上のオペレーティングシステム（たとえば、
Windows NTとWindows 95）が入っていると救済ブートディスクがうま
く動かないことがあります。

対策2 次の手順でディスクを修正します。

1 コンピュータをハードディスクから起動し、救済ブートディスク
をドライブAに挿入します。
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2 DOSプロンプトでSYS A:と入力してEnterキーを押します。この
操作によってオペレーティングシステムのファイルが救済ディス
クセットにコピーされます。

3 確認のために救済ブートディスクでコンピュータを再起動します。

詳しくは第3章の「救済ディスクセットの作成」を参照してください。

「救済ディスクセットを使ってください」という警告メッセージが表示
されます。しかし、救済ディスクセットを作成していません。

対策 救済ディスクセットの代わりに緊急用ディスクセットを使います。緊
急用ディスクセットを作成する手順と使い方については第1章の「イ
ンストール時のウィルス除去」を参照してください。

コンピュータをフロッピーディスクドライブでブートできません。

原因1 コンピュータが起動時にフロッピーディスクドライブを調べない場合、
通常はコンピュータのセットアッププログラムを使って設定を変更す
る必要があります。

注意　コンピュータのセットアッププログラムを使って変更をすると
きには注意してください。特に初めて使う場合には、セットアッププ
ログラムを起動する前にコンピュータのハードウェアのマニュアルに
目を通してください。

対策1 設定を変更するために次の操作を完了します。

1 コンピュータを再起動します。

画面に次のようなメッセージが表示されたらキーを押すことで
セットアッププログラムを起動できる状態です。

Press F1 for Setup.

2 画面の指示に従ってキーをいくつか押し、セットアッププログラ
ムを起動します。

3 ブートシーケンスを A: C:に設定します。

セットアッププログラムはハードウェアの製造元ごとに異なりま
す。ブートシーケンスオプションが見つからない場合には、セッ
トアッププログラムのヘルプかシステムに付属のマニュアルを参
照するか、またはシステムの製造元に問い合わせてください。

4 変更を保存してセットアッププログラムを終了します。
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原因2 救済ブートディスクではなく特別なブートディスクを使う必要があり
ます。

対策2 コンピュータに付属のブートディスクまたは起動ディスクを使ってく
ださい。

原因3 コンピュータに 2 つ以上のオペレーティングシステム（たとえば、
Windows NTとWindows 95）がインストールされています。

対策3 この章の最初の「救済ブートディスクが動きません」の対策を参照し
てください。

コンピュータの起動時にNorton AntiVirusのAuto-Protectがロードされ
ません。

Windowsタスクバー右端にNorton AntiVirus Auto-Protect アイコンがない場合、
Auto-Protectはロードされていません。原因としては2つのことが考えられます。

原因1 Windows 95/98/Meがセーフモードで起動したためです。シャットダウ
ンが正常に完了しないとWindowsはセーフモードで再起動します。た
とえば、Windowsのスタートメニューで［Windowsの終了(U)］を選択
する前にコンピュータの電源を切った場合にそうななります。

対策1 Windowsのスタートメニューで［Windowsの終了(U)］を選択し、［再
起動する(R)］を選択して［はい(Y)］をクリックします。

原因2 Norton AntiVirusの設定がAuto-Protectを自動的に起動する状態になっ
ていません。

対策2 次の手順で操作します。

1 Norton AntiVirusのメインウィンドウ上部にある［オプション(O)］
ボタンをクリックします。

2 左パネルで［Auto-Protect］を選択します。

3 ［Windowsの起動時にAuto-Protectを起動する(T)］にチェックマークを
付けます。

4 ［OK］をクリックしてダイアログボックスを閉じます。
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スキャンしてウィルスを除去しましたが、まだファイルにウィルスが感
染しています。

ウィルス感染が続く理由としてはいくつかの原因が考えられます。

原因1 Norton AntiVirusのスキャン対象になっていない拡張子が付くファイル
にウィルスがいる可能性があります。

対策1 次の手順で操作します。

1 Norton AntiVirusメインウィンドウ上部にある［オプション(O)］ボ
タンをクリックします。

2 左パネルで［手動スキャン］を選択します。

3 ［スキャンするファイルの種類］グループで［すべてのファイル
(F)］にチェックマークを付けます。

4 ［手動スキャン］の左のプラス記号（+）をクリックします。

5 ［Bloodhound］をクリックします。

6 ［ヒューリスティックスキャンの感度レベル(U)］を［最高の保護
レベル］に設定します。

7 ［OK］をクリックしてダイアログボックスを閉じ、設定を有効に
するためコンピュータを再起動します。

8 使っているすべてのディスクをスキャンしてすべての感染ファイ
ルを修復します。

原因2 感染源はフロッピーディスクです。

対策2 使っているすべてのフロッピーディスクをウィルススキャンします。

原因3 ブートレコードからウィルスを除去した後もメモリにウィルスが残っ
ている可能性があり、ブートレコードに再び感染します。

対策3 救済ディスクセットを使ってウィルスを除去します。第3章の「救済
ディスクセットの使い方」を参照してください。

感染ファイルをNorton AntiVirusが修復できません。

原因1 Norton AntiVirusが感染ファイルを修復できない理由として最も考えら
れるのは最新のウィルス定義ファイルがコンピュータ上にないことで
す。新種のウィルスからコンピュータを保護するにはウィルス定義
ファイルを定期的に更新する必要があります。
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対策1 コンピュータ上のウィルス定義を更新するには、メインウィンドウで
［LiveUpdate(L)］ボタンをクリックします。

原因2 LiveUpdateを使ってもまだ感染ファイルを修復できない場合、ファイ
ルが壊れているか、または最新のウィルス定義ファイルに定義が入っ
ていない新種のウィルスが感染している可能性があります。

対策2 2つの方法があります。

■ ファイルを検疫してSARCに提出します。詳しくは第3章の「SARC
へのファイルの提出」を参照してください。

■ 感染ファイルを削除します。感染ファイルがプログラムだった場
合、インストールディスクでプログラムを再インストールします。
感染ファイルがデータファイルだった場合、未感染のバックアッ
プがあればバックアップディスクからコピーし直します。

Norton AntiVirusの機能のいくつかをパスワード保護した後でパスワー
ドを忘れてしまいました。

対策 Norton AntiVirusをアンンストールしてから再インストールします。再
インストール後のNorton AntiVirusはパスワード保護されていない状態
です。

基本救済ディスクセットをテストするとエラーが表示されます。

原因1 救済ディスクセットをテストしたときに「Non-system disk, replace disk
and press any key」というメッセージが表示された場合、フロッピーディ
スクのブートファイルが正しく用意されていない可能性があります。

対策1 ディスクを再フォーマットしないでこれを修復して新しい救済ディス
クセットを作成するには、次の手順で操作します。

1 救済ディスクを取り出してコンピュータを再起動します。

2 救済ディスクをフロッピーディスクドライブに挿入します。

3 スタートメニューで［ファイル名を指定して実行(R)］を選択し
ます。

4 ［ファイル名を指定して実行］ダイアログボックスで次のように入
力します。

SYS A:

5 ［OK］をクリックします。
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電子メールを受信できません。

原因 Norton AntiVirusの電子メール保護を有効にした状態で電子メールをダ
ウンロードするときに問題があります。

対策 次の方法を試します。

■ 電子メール保護を一時的に無効にします。こうすると問題の電子
メールがダウンロードできるようになり、電子メール保護を再び
有効にできる可能性があります。電子メール保護が無効の間は
Auto-Protectで保護されます。次の手順で電子メール保護を一時的
に無効にします。

1 Norton AntiVirus メインウィンドウ上部にある［オプション
(O)］ボタンをクリックします。

2 左パネルで［インターネット］の［電子メール保護］をクリッ
クします。

3 電子メールクライアントの左のチェックマークをはずします。

4 電子メールをダウンロードします。

5 電子メール保護を再び有効にします。

■ POProxy が実行中であることを確認します。POProxy はNorton
AntiVirusの電子メールスキャナで、Windowsの起動時に起動する
はずです。

POProxyが実行中であるかどうかを判断するには、Ctrlキー、Alt
キー、Del キーを同時に押してWindows タスクリストを表示し、
POProxyというプログラムを検索します。

POProxy がリストにない場合には ¥Prog ram F i l e s¥Nor ton
AntiVirus¥POProxy.exe ファイルからのショートカットをコン
ピュータのStartupフォルダに追加します。ショートカットの作り
方とコンピュータのStartupフォルダについて詳しくはWindowsヘ
ルプを参照してください。

■ 電子メール保護を無効にします。電子メールをダウンロードする
ときにまだ問題が起きる場合には次の手順で電子メール保護を無
効にします。

1 Norton AntiVirus メインウィンドウ上部にある［オプション
(O)］ボタンをクリックします。

2 左パネルで［インターネット］の［電子メール保護］をクリッ
クします。
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3 電子メールクライアントの左のチェックマークをはずします。

■ 電子メールクライアントを手動で再設定します。電子メール保護
を無効にしても問題が解決しない場合には電子メールクライアン
トを手動で再設定する必要があります。電子メールクライアント
プログラムでユーザー名とPOP3サーバー名をISPが提供する値に
変更します。この操作について詳しくはヘルプのキーワードで
「電子メール」を検索してください。





テクニカルサポートからの
ご案内

この度は、弊社製品をお買い求めいただきまして誠にありがとうございます。

この冊子では、製品をご使用いただく前にまず知っておいていただきたい以下の
内容についてご案内しております。

ユーザーサポート及びユーザーサービスについて

■ テクニカルサポートセンターのご案内

■ カスタマーサービスセンターのご案内

■ ショップシマンテックのご案内

製品をインストールする前に

■ 常駐プログラムの停止方法  (Windows95/98版をご使用の方)

■ CD-ROM起動でのインストール (Macintosh版をご使用の方)

■ ReadMeファイル (Macintosh版は「お読みください」になります)

■ サポート情報＆FAQナレッジベース

■ LiveUpdate機能

■ 定義ファイル

Norton AntiVirusをご利用のお客様へ

■ 既にコンピューターウィルスに感染している場合のインストール

■ ウィルスの感染報告

■ ウィルス定義ファイル

Norton Utilities 及び Norton SystemWorksをご利用のお客様へ(Windows版)

■ 常駐プログラムの解除

注意　記載しております各連絡先及び内容につきましては、今後変更、追加され
ることもあり得ます。変更及び追加された内容につきましては弊社ホームページ
（http://www.symantec.com/region/jp/support/）でご案内いたしますの
で、そちらをご参照ください。
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ユーザーサポート及びユーザーサービスについて

シマンテック社ではサポート及びサービスのために、次の３つの窓口をご用意し
ております。

■ テクニカルサポートセンター

■ カスタマーサービスセンター

■ ショップシマンテック（アップグレードセンター）

それぞれの窓口で受け付けておりますお問い合わせ内容及びお問い合わせ方法は
以下のとおりです。

テクニカルサポートセンター

ご購入された弊社製品に関する操作方法、障害などの技術的なご質問にお答えし
ます。

お問い合わせ手順

1 まずは、弊社ホームページのサポート情報またはFAQナレッジベースをご参
照いただくことをお勧めいたします。（サポートセンターの電話は大変混み
合っております。サポートセンターによく寄せられる内容はこちらで公開し
ておりますので、まずこちらでご確認ください）

2 サポート情報またはFAQナレッジベースで問題が解決しなかった場合には、
恐れ入りますがWebページ上のオンラインサポートのご利用、またはお電
話・ＦＡＸでテクニカルサポートセンターまでお問い合わせください。

注意事項

■ 2によるサポートは、ユーザー登録を完了しCustomer IDを所持している
方に限ります。ユーザー登録を完了されていない場合は、以下のURLよ
り登録ができます。ただしCustomer IDが使用できるまでに登録後30分
程度かかりますので予めご了承ください。

　　http://www.symantec.com/region/jp/support/

■  オンラインサポートをご利用の場合は、最低限の情報を入力していただ
いた上で、お問い合わせいただく必要があります。

■  オンラインサポートはご回答まで多少お時間をいただきますので、予め
ご了承ください。

■ お電話でお問い合わせの場合は、CD-ROM内の「障害調査票」（ファイ
ル名：SUPPROT.pdf）をお手元に準備した上でお問い合わせください。

■ FAXでお問い合わせの場合は、CD-ROM内の「障害調査票」（ファイル
名：SUPPORT.pdf）に必要事項を明記してお送りください。
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■ サポートセンターの電話が大変混み合い、電話が繋がり難い事がありま
す。お時間の余裕がありましたらオンラインサポートをご利用いただく
ようお願いいたします。

ホームページのURL 及びテクニカルサポートセンターの連絡先は次のとおり
です。

サポート情報・FAQナレッジベース）

http://www.symantec.com/region/jp/support/

オンラインサポート

http://www.symantec.com/region/jp/support/

テクニカルサポートセンター

TEL:03-3476-1118

（受付時間：土日祝祭日を除く月～金、10:00～ 12:00、13:00～ 17:00）
FAX:03-3477-1118 （24時間受付）

カスタマーサービスセンター

弊社製品に関する購入前のご相談や購入後のユーザー登録に関するご質問等のお
問い合わせにお答えします。

ユーザー登録

テクニカルサポート、アップグレード等の十分なアフターサービスを提供するた
めにユーザー登録をお願いしております。ユーザー登録を行っていただきますと
Customer IDが発行されます。

Customer ID

ユーザー登録を完了された方に対して、シマンテック社より発行されるIDです。
初めてシマンテック製品をご登録いただいた場合に、原則 1 ユーザーに対し
Customer IDが1つ発行され、以後シマンテック製品を登録されると、製品シリア
ル番号はこのCustomer IDによって統括して管理されます。

注意事項

CustomerIDは原則として1ユーザーに対し1つですが、以下の場合には初め
ての登録として、新たに別のCustomerIDが発行される場合がございます。こ
の場合でも後から1つにまとめることができます。

■ 既にCustomer IDを所持しているにも関わらず、製品登録時にCustomer
IDの記載がなかった場合

■ 登録内容（住所・氏名）に若干の違いが発生している場合

製品シリアル番号

製品を登録いただいた際に製品毎に発行されるシリアル番号です。
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ご登録後の登録内容の確認・変更手続き

以下のURLで登録内容の確認、変更を行うことができます。

ただしCustomer IDの統合や一部Webからの変更手続きをお断りしている内容の
変更につきましては、カスタマーサービスセンターまでお問い合わせください。

http://www.symantec.com/region/jp/support/

ユーザー登録方法

■  LiveReg機能によるオンライン登録（インストールの最後にウィザードが表示
されます）

■ ホームページからのオンライン登録 （http://www.symantec.com/

region/jp/support/）

■ 登録ハガキによる登録

■ FAXによる登録（登録ハガキに必要事項を明記して03-3476-1159へ送付し
てください）

注意事項

■ LiveReg機能またはホームページで登録する場合はインターネットに接続
できる環境が必要です。

■  LiveReg機能はMacintosh版及びWindows版の一部の製品ではご利用い
ただけません。

■ FAXで登録される場合はFAX番号をお間違いないようお願いいたしま
す。

■ LiveReg機能で登録する場合に「SSL経由の接続を確立できませんでし
た」といメッセージが表示されることがあります。登録データ送信時に、
特にSSLによるセキュリティ保護を必要としない方は「そのまま続行」
で登録を行ってください。登録データの送信時にセキュリティ保護をご
希望の場合には、LiveReg機能による登録ではなく、弊社ホームページか
らのオンライン登録をお勧めいたします。

カスタマーサービスセンターの連絡先は次のとおりです。

カスタマーサービスセンター

TEL:03-3476-1156

（受付時間：土日祝祭日を除く月～金、10:00～ 12:00、13:00～ 17:00）
FAX:03-3476-1159

ショップシマンテック

ご登録されている製品のアップグレードサービスを受け付けております（従来の
アップグレードセンターはショップシマンテックに統合されました）。
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注意　製品よってはアップグレードサービスのサービス提供期間を終了している
場合もございます。

ショップシマンテックの連絡先は次のとおりです。

ショップシマンテック

TEL:03-3476-1192

（受付時間：土日祝祭日を除く月～金、10:00～ 12:00、13:00～ 17:00）
FAX:03-3780-9988

http://shop.symantec.co.jp/

製品をインストールする前に

常駐プログラムの停止方法（Windows95/98版をご使用の方）

インストールを開始する前に、Windowsのタスクバーに常駐しているプログラム
等を停止してからインストールすることをお勧めします。

Windowsではウィンドウの表示やアプリケーションの使用の際に割り当てられる
リソースがあります。システムリソースの不足は物理メモリの増設では解消され
ません。常駐プログラムの整理をし、システムリソース不足により起こる障害を
防ぎましょう。　　

Windowsのシステムリソース

物理メモリを増設してもシステムリソースの不足が解消しないのは、Windowsで
使用できるシステムリソースの最大容量がWindowsによって固定されているから
です。また16bitアプリケーションで使用できるリソースに関しては、予約された
リソース内でさらに厳しく固定されています。

一般的に、システムリソースが激しく消費される原因として、以下の原因が考え
られます。

■ 多数のウィンドウ表示によるUSERリソースの消費

■ バックグラウンドに常駐するアプリケーションによるUSERリソースの消費

■ 16bit アプリケーション、16bitプロセスによるリソースの消費

■ デスクトップ上に多数のアイコンを表示することによるGDIリソースの消費

リソースの消費が著しい場合は、以下の操作に従って常駐の解除を行ってくださ
い。また16bitアプリケーションが多数動作しているのであれば32bitバージョン
へのアップグレードを試してください。

以下の操作によって障害が改善された場合は、ご使用の常駐プログラムによる
Windowsへの負荷が原因だと判断できます。この場合、ご使用の常駐プログラム
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を整理し、本当に必要な機能のみを常駐することで、今後同様の原因で起きる障
害を予防できるはずです。常駐プログラムの整理を必ず行ってください。

常駐プログラムの停止方法

《Windows98をご使用の方》

1 スタートメニューで［ファイル名を指定して実行］を選択します。

2 名前欄に msconfigと入力して［OK］ボタンをクリックします。

3 システム設定ユーティリティーが起動します。

4 ［スタートアップ］を選択し、下記以外の全てのプログラムのチェックを解除
します。

■ SystemTray

■ Internat.exe

■ Norton製品

5 システム設定ユーティリティーを終了します。

《Windows95をご使用の方》

1 ［スタート］ボタンを右クリックし［開く］を選択します。

2 ［スタートメニュー］フォルダから［プログラム］フォルダを開きます。

3 ［プログラム］フォルダから［スタートアップ］フォルダを開きます。

4 表示されたショートカットアイコンの中からNorton製品以外の全てのショー
トカットアイコンを一時的にデスクトップに移動し、フォルダ を閉じます。

5 スタートメニューで［ファイル名を指定して実行］を選択します。

6 ［名前］に syseditと入力し［OK］ボタンをクリックします。

7 起動したシステムエディタのウィンドウの中から、C:¥Windows¥Win.iniウィ
ンドウをクリックしアクティブにします。

8 ［Windows］の項目の中にload=と run=の行があったら、以下のように行
の先頭に REMと入力します。

REM load=poi.exe

REM run=que.exe

ヒント　load=とrun=の後に何も記述がなければこの操作を行う必要はあ
りません。

9 システムエディタを保存して終了します。
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注意　ここでの操作方法はWindows95/98の場合です。最新のWindows OS、その
他のWindows OSでの操作方法および注意事項についてはFAQでご案内いたして
おりますのでそちらを参照してください。また常駐解除を行った場合には、変更
した設定を元に戻し、コンピュータを再起動させ常駐解除を行ったプログラムを
再び常駐させることをお勧めします。詳細はFAQを参照してください。

CD-ROM起動でのインストール (Macintosh版をご使用の方)

インストールを行う前に製品CD-ROMから起動し、DiskDoctorやNorton AntiVirus
を実行し、インストール対象のディスクに問題がないことを確認してください。

ただしご使用の機種の発売時期の関係でCD-ROMに含まれるMac OSでは起動で
きない場合があります。

ヒント　CD-ROMに含まれるMac OSのバージョンはCD-ROMのラベル面に記載
されています。また製品パッケージ裏面や弊社Webページに起動確認機種につい
ての記載がありますので参照してください。

CD-ROMから起動できない場合には、ハードディスクから起動している状態でイ
ンストールを行えます。その場合にも、必ずインストール前にCD-ROM内から
DiskDoctor、Norton AntiVirusを実行し、インストール対象のディスクに問題がな
いことを確認してください。

また［機能拡張マネージャ］コントロールパネルで「Mac OS すべて」などを選
択し、システム標準以外の機能拡張類の使用を停止した状態で再起動してからイ
ンストールを行ってください。

CD-ROM内のReadMe（「お読みください」）ファイル

CD-ROM内に格納されているReadMeファイル（Macintosh版では「お読みくださ
い」）には、お買い求めいただいた製品をご使用いただくにあたっての重要な注意
事項などが記載されています。インストールを開始される前に、必ずお読みいた
だくようお願いいたします。

サポート情報＆FAQナレッジベース

以下のURLで製品発売後サポートセンターへのお問い合わせが多かった内容等を
公開しております。インストール前にぜひご参考なさってください。

注意　ただし製品発売直後は情報不足のため掲載のない場合もございます。予め
ご了承ください。



テ -8

テクニカルサポートからのご案内

LiveUpdate機能

LiveUpdate機能とは

製品プログラムのアップデートや、Norton AntiVirusのような最新の定義ファイル
を必要とする製品の「定義ファイル」のアップデートをインターネットを経由し
て簡単に行えるようにした機能です。

注意　LiveUpdateを利用する際には、インターネットに接続する必要があります。

LiveUpdateの方法

1 シマンテック製品を起動させてください。

2 メイン画面から、LiveUpdateを選択して実行してください。

LiveUpdateのアンインストール

Windows版の製品ではLiveUpdate機能をシマンテック製品間で共有しているた
め、製品のアンインストール機能を利用しても自動的にはアンインストールされ
ません。LiveUpdate をアンインストールするには、Windows コントロールパネル
の［アプリケーションの追加と削除］で LiveUpdate を選択して実行する必要があ
ります。

定義ファイル

今回ご購入いただいた製品では、購入より1年間LiveUpdate機能による定義ファ
イルの無償更新を行うことができます。ただし2年目以降、定義ファイルの更新
を行うには別途更新料（1年間有効）を支払いいただき、期間を延長していただく
必要があります。

お申込み方法等については以下のURLを参照してください。

http://shop.symantec.co.jp/

Norton AntiVirus をご利用のお客様へ

既にコンピューターウィルスに感染している場合のインストール

インストール前にまずウィルススキャンを実行し、ウィルスに感染していないこ
とを確認してからインストールを実行してください。アクティブなウィルスが見
つかった場合には、インストールを実行する前にウィルスを除去してからインス
トールを実行してください（Norton SystemWorks等のNorton AntiVirusが含まれて
いる製品をご使用の方も同様です）。
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インストール前のウィルススキャンと除去方法

《Windows版をご使用の方》

Norton AntiVirusはインストール時にメモリをウィルススキャンします。アクティ
ブなウィルスが見つかった場合には、緊急用ディスクセットを作成し、ウィルス
を除去してください。作成方法及び、ウィルス除去の方法につきましては、マニュ
アルの「インストール時のウィルス除去」を参照してください。

《Macintosh版をご使用の方》

CD-ROMからNorton AntiVirus を起動してウィルススキャンを行ってください。
可能であればNorton AntiVirusのCD-ROMから起動していただくことをお勧めし
ます。CD-ROMからのウィルススキャンに関しては、マニュアルの「CDからの
再起動とスキャン」を参照してください。

注意　ただしご使用の機種の発売時期の関係でCD-ROMに含まれるMac OSでは
起動できない場合があります。

ウィルスの感染報告

ウィルスを発見したりウィルス情報を入手した場合、情報処理振興事業協会（IPA）
への届け出が義務づけられています。この制度はコンピューターウィルス対策基
準、平成7年7月7日付通商産業省告示第429号に基づいています。

コンピューターウィルス被害届出制度

ウィルスの被害を届け出るときには、CD-ROM内に格納されている「コンピュー
ターウィルス被害届」（ファイル名：IPA.pdf）をご使用ください。1件の被害（感
染、発病）につき1部を情報処理振興事業協会（IPA)宛にFAXまたは郵送してくだ
さい。届け出られた内容は被害の拡大と再発の防止に活用しますが、記載された
プライバシーに関する情報が公表されることはありません。

コンピューターウィルスに関する問い合わせ、届け先は次のとおりです。

〒113-6591
東京都文京区本駒込2-28-8
文京グリーンコートセンターオフィス16階
情報処理振興事業協会（IPA)
セキュリティセンターウィルス対策室
FAX:03-5978-7518
E-mail:virus@ipa.go.jp
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ウィルス定義ファイル

コンピュータウィルスは年々急増し、近年、MS-WordやMS-Excelなどで発病す
るマクロウィルスの被害が深刻化しています。これらのコンピュータウィルスな
どを検知・駆除するには、最新のウィルス定義ファイルを入手する必要がありま
す。LiveUpdate機能を利用して、常に最新のウィルス定義ファイルを入手し、ご
使用ください。またご購入された製品に関しましては、1年間ウィルス定義ファ
イルを無償更新できます。2年目以降は有償となりますので、前述の「定義ファ
イルについて」をご参照ください。

Norton Utilites及びNorton SystemWorksをご利用のお客様へ
(Windows版)

常駐プログラムの解除

常駐プログラムが動作した状態で［System Check］、［Disk Doctor］、［WinDoctor］、
［Speed Disk］、［Optimization Wizard］をご使用になると思わぬトラブルが発生す
ることがあります。

これらの機能を使用する前には、前述の「常駐プログラムの停止方法」に従って
常駐プログラムを整理してからご使用いただくことをお勧めします。
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